
自転車が欲しくて初めて出場した

「第２回全日本雪上トライアスロン大

会」（1987年２月15日）で優勝。念願

の自転車を手に入れました。自転車

部員がそのメンテナンスをしてくれま

した。競技用具やウエアは「これ使っ

てよ」。ついには自転車部の練習に

参加を許可してもらい

ました。大学施設で

何でもできたんです

ね。

　ランは高校時代に

駅伝大会に駆り出さ

れたこともあるし、ス

キー部の練習で走力

は鍛えられています。

　スイム（水泳）・バイ

ク（自転車）・ラン（マラ

ソン）。周囲がそれぞ

れの立場で協力して

くれて、トライアスロン

の環境が整った。南

平寮に感謝です、こ

んな素晴らしい環境、

ほかにありません。

　多競技多種目選

手が集まるのは人間

形成の場としてもい

い。大 学には寮を

選手ばかりです。

　圧倒されました。生活習慣や言葉

の違いもあって、練習、日常生活、授

業など入部当初は相当つらい思いを

しました。

　南平寮でも先輩たちと24時間一

緒です。それが普通なのでしょうが、

きのうまでのびのびとしていた高校

生には息が詰まります。いまから思う

とよく我慢できたと思います。

　救ってくれたのは同じ寮に住む他

競技の１年生でした。自転車部、剣

道部、柔道部、水泳部、日本拳法

部、応援団…。１年生はどの部も同

じような境遇です。寮から大学まで

は寮生向けのスクールバスで通学。

このバスの中で彼らとよく話をしまし

た。他愛もないことですが、毎日耐え

ながらも頑張っているのはオレだけ

じゃない。互いに言うだけ言って、ガ

ス抜きをして、オレももうひと踏ん張

り、と再び前を向く。単一競技の寮

だったら、どうなっていたでしょうか。ド

ロップアウトなんて言葉も出ていたか

もしれません。

　スキー部は11月になってシーズン

が始まり、翌年５月ごろまで競技を

続けます。６月になると、国内ではも

うどこにも雪はなくて、陸上練習、陸

トレの毎日。こつこつと地道な鍛錬の

積み重ねで、モチベーションが下が

ります。

　そんなある日、寮のラウンジで仲の

いい自転車部員と一緒になった時

でした。「泳げるのならトライアスロン

やってみたら。タロウならできるよ」。

「でもなあ、自転車がないんや」

　後日、こちらも仲良しの水泳部員が

プールの一般使用日を教えてくれ、ス

イム練習が可能になりました。賞品の

　クロスカントリースキー、コンバインド

スキー競技の大阪大会や近畿大会

で何度も優勝したといっても、大学レ

ベルとなると関西出身者はマイナー

扱いです。中大スキー部は北海道、

青森、秋田、長野などスキーどころの

を極め、インカレ優勝を夢見ていまし

たが、周囲の目は違っていました。大

学進学で関西の高校生は東京へあ

まり行きません。まして同志社大進学

が大多数という高校だったため親に

反対されました。

　大阪・寝屋川市にある同志社香

里高から中大に入りました。高校時

代から縁あって訪ねた新潟県のス

キー場で中大スキー部の方々と知り

合って感銘を受け、大学は中大と決

めていました。大学では好きなスキー

中大で人生変わった  我が良き南平寮の仲間
トライアスロン選手  白戸太朗氏

たものの３年次、４年次では“やり

切った”との達成感がありました。

　就職活動では教員志望ですか

ら、大阪の母校へ教育実習に行きま

した。目指すのは「社会」の先生で

す。教壇に立つ一方で、課外活動で

スキーも教えます。その際、僕には体

育が合っていると肌で分かり、体育

教師になりたい、と思うようになった

のです。中大ではどのカリキュラムを

探しても体育教師への道はなかった

んです。

　周囲と相談して、中大商学部を卒

業した1989年、日本体育大に編入

学。３年間、ここで学びました。この間

はトライアスロンに専念しようと決めま

した。

　２年目に日本のトップになり、３年目

にプロ転向。生活の大半を占めるよ

うになりました。92年４月、日本体育

大大学院に進学し、運動処方学を

専攻しました。競技では６年連続で

世界選手権の日本代表に、92年か

らは日本人として初めてワールドカッ

プシリーズで世界を転戦しました。

　同志社大へ進むはずが中大へ。

スキー部から自転車、水泳を経てトラ

イアスロンへ。社会教師転じて体育

教師に。どれ一つとして無駄なことは

ありませんでした。

　中大生には、いろんなことにトライし

てほしいと思います。結果が出なくと

も好奇心を持って、またトライ。失敗し

てもいいんです、まだまだ若い。学生

時代がチャレンジできるときです。失

敗を恐れ、若いうちから手堅い道を

歩くのは、もったいない。大いにチャレ

ンジしていきましょう。

始まりはスキーだった。中央大学南平寮（東京都日野市）の仲間に励まされ、自転車に本
格的に取り組み、さらに水泳を習得してトライアスロンへ。白戸太朗氏（48）は競技の発
展・普及を願って事業展開する代表者であり、いまも第一人者の選手として活躍する。

アイアンマンレース世界選手権のランで力走する

代表を務める会社「アスロニア」のショップで

アイアンマンレース世界選手権で疾走する白戸選手（競技写真提供＝白戸太朗氏）

中大に入って活動し始めたころ

中大で人生変わった
我が良き南平寮の仲間 ずっと残してほしいと思います。

　現在の仕事も競争社会です。生

き残るには、より広い目が必要です。

異業種との交わりがチャンスとなり

ます。南平寮が原点を教えてくれま

した。

転機の教育実習

　それからは自転車の練習にのめり

込んでいきました。スキーのシーズン

オフ練習の一環だったのが、様変わ

りです。自転車が面白くなった。冬

（スキー）のための夏(自転車)なの

か、夏のための冬なのか。そのころは

年中、ペダルをこいでいたようです。

　もちろんスキーも頑張りました。当

初の夢、インカレ優勝は果たせなかっ

トライアスロン選手白戸太朗氏OB

探訪

OB

探訪

スイム1.5㎞、バイク40㎞、ラン10㎞
＝計51.5㎞。2000年シドニー五輪
から正式競技。1994年の国際オリ
ンピック委員会（IOC）パリ総会で採
用が決まった。

●『ゼロから始めるトライアスロン入門』白戸太朗監修
●『トライアスロン チャレンジブック』白戸太朗監修
●『挫けない力 ～逆境に負けないセルフマネジメント術～』石田淳×白戸太朗著
●『トライアスロン トレーニングBook』白戸太朗監修
●『トライアスロン スタートBook 』白戸太朗監修
●『仕事ができる人はなぜトライアスロンに挑むのか !?』白戸太朗著
●『トライアスロンにはまりました』白戸太朗監修

トライアスロン
（オリンピック・ディスタンス）

白戸氏は96年から「アイアンマン」シ
リーズを中心に展開。アイアンマンは
スイム3.8㎞、バイク180㎞、ラン
42.195㎞で競う。

トライアスロン
（アイアンマン・ディスタンス）

99年には国内随一のアドベンチャー
レーシングチーム『サロモン・イースト
ウインド』のメンバーとして世界各地
のアドベンチャーレースへ参加。トラ
イアスロンとアドベンチャーレースの２
種目で数々の戦歴を残している。

アドベンチャーレース

白戸氏は選手活動と共に、レース
コーディネイトやスポーツ中継キャス
ターを務めるなど、スポーツを多角的
に説くナビゲーターとして活躍。
2008年よりトライアスロン普及のた
めに「ATHLONIA」を設立。代表を
務める。

スポーツナビゲーター

白戸氏の著本
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でした。「泳げるのならトライアスロン

やってみたら。タロウならできるよ」。

「でもなあ、自転車がないんや」

　後日、こちらも仲良しの水泳部員が

プールの一般使用日を教えてくれ、ス

イム練習が可能になりました。賞品の

　クロスカントリースキー、コンバインド

スキー競技の大阪大会や近畿大会

で何度も優勝したといっても、大学レ

ベルとなると関西出身者はマイナー

扱いです。中大スキー部は北海道、

青森、秋田、長野などスキーどころの

を極め、インカレ優勝を夢見ていまし

たが、周囲の目は違っていました。大

学進学で関西の高校生は東京へあ

まり行きません。まして同志社大進学

が大多数という高校だったため親に

反対されました。

　大阪・寝屋川市にある同志社香

里高から中大に入りました。高校時

代から縁あって訪ねた新潟県のス

キー場で中大スキー部の方々と知り

合って感銘を受け、大学は中大と決

めていました。大学では好きなスキー

中大で人生変わった  我が良き南平寮の仲間
トライアスロン選手  白戸太朗氏

たものの３年次、４年次では“やり

切った”との達成感がありました。

　就職活動では教員志望ですか

ら、大阪の母校へ教育実習に行きま

した。目指すのは「社会」の先生で

す。教壇に立つ一方で、課外活動で

スキーも教えます。その際、僕には体

育が合っていると肌で分かり、体育

教師になりたい、と思うようになった

のです。中大ではどのカリキュラムを

探しても体育教師への道はなかった

んです。

　周囲と相談して、中大商学部を卒

業した1989年、日本体育大に編入

学。３年間、ここで学びました。この間

はトライアスロンに専念しようと決めま

した。

　２年目に日本のトップになり、３年目

にプロ転向。生活の大半を占めるよ

うになりました。92年４月、日本体育

大大学院に進学し、運動処方学を

専攻しました。競技では６年連続で

世界選手権の日本代表に、92年か

らは日本人として初めてワールドカッ

プシリーズで世界を転戦しました。

　同志社大へ進むはずが中大へ。

スキー部から自転車、水泳を経てトラ

イアスロンへ。社会教師転じて体育

教師に。どれ一つとして無駄なことは

ありませんでした。

　中大生には、いろんなことにトライし

てほしいと思います。結果が出なくと

も好奇心を持って、またトライ。失敗し

てもいいんです、まだまだ若い。学生

時代がチャレンジできるときです。失

敗を恐れ、若いうちから手堅い道を

歩くのは、もったいない。大いにチャレ

ンジしていきましょう。

始まりはスキーだった。中央大学南平寮（東京都日野市）の仲間に励まされ、自転車に本
格的に取り組み、さらに水泳を習得してトライアスロンへ。白戸太朗氏（48）は競技の発
展・普及を願って事業展開する代表者であり、いまも第一人者の選手として活躍する。

アイアンマンレース世界選手権のランで力走する

代表を務める会社「アスロニア」のショップで

アイアンマンレース世界選手権で疾走する白戸選手（競技写真提供＝白戸太朗氏）

中大に入って活動し始めたころ

中大で人生変わった
我が良き南平寮の仲間 ずっと残してほしいと思います。

　現在の仕事も競争社会です。生

き残るには、より広い目が必要です。

異業種との交わりがチャンスとなり

ます。南平寮が原点を教えてくれま

した。

転機の教育実習

　それからは自転車の練習にのめり

込んでいきました。スキーのシーズン

オフ練習の一環だったのが、様変わ

りです。自転車が面白くなった。冬

（スキー）のための夏(自転車)なの

か、夏のための冬なのか。そのころは

年中、ペダルをこいでいたようです。

　もちろんスキーも頑張りました。当

初の夢、インカレ優勝は果たせなかっ

トライアスロン選手白戸太朗氏OB

探訪

OB

探訪

スイム1.5㎞、バイク40㎞、ラン10㎞
＝計51.5㎞。2000年シドニー五輪
から正式競技。1994年の国際オリ
ンピック委員会（IOC）パリ総会で採
用が決まった。

●『ゼロから始めるトライアスロン入門』白戸太朗監修
●『トライアスロン チャレンジブック』白戸太朗監修
●『挫けない力 ～逆境に負けないセルフマネジメント術～』石田淳×白戸太朗著
●『トライアスロン トレーニングBook』白戸太朗監修
●『トライアスロン スタートBook 』白戸太朗監修
●『仕事ができる人はなぜトライアスロンに挑むのか !?』白戸太朗著
●『トライアスロンにはまりました』白戸太朗監修

トライアスロン
（オリンピック・ディスタンス）

白戸氏は96年から「アイアンマン」シ
リーズを中心に展開。アイアンマンは
スイム3.8㎞、バイク180㎞、ラン
42.195㎞で競う。

トライアスロン
（アイアンマン・ディスタンス）

99年には国内随一のアドベンチャー
レーシングチーム『サロモン・イースト
ウインド』のメンバーとして世界各地
のアドベンチャーレースへ参加。トラ
イアスロンとアドベンチャーレースの２
種目で数々の戦歴を残している。

アドベンチャーレース

白戸氏は選手活動と共に、レース
コーディネイトやスポーツ中継キャス
ターを務めるなど、スポーツを多角的
に説くナビゲーターとして活躍。
2008年よりトライアスロン普及のた
めに「ATHLONIA」を設立。代表を
務める。

スポーツナビゲーター

白戸氏の著本
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